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PSS 会社説明会

PSSは、本年2月28日、上場10周年を迎えることができました。、本年 月 、 場 周年を迎 る ま 。
皆様からの格別なるご支援に対し、社員一同、心より感謝申し上げます。

2011年4月23日

プレシジョン システム サイエンス株式会社プレシジョン・システム・サイエンス株式会社

URL：www.pss.co.jp
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「東北地方太平洋沖地震」の影響に関して

（被害状況）
■ＰＳＳ本社（千葉県松戸市）では、大きな揺れを感じたが、人的物的被害はなし。
■東北（秋田、岩手）にあるＰＳＳの主力製造委託会社は、それぞれ内陸に位置し
ており、津波被害はなく、地震により工場の壁と天井が一部破損した程度。製造中
の製品の損壊もなく、ほぼ日程通りの生産ができる状況。の製品の損壊もなく、ほぼ日程通りの生産ができる状況。

（事業への影響）
■地震 原発事故の影響により 一部の部品 原材料に供給不足が発生している■地震、原発事故の影響により、 部の部品、原材料に供給不足が発生している
が、生産への影響は軽微な状況。
■海外向け出荷に関して、地震発生当初、物流網の混乱の影響を受け、遅れが発
生したが こうした問題は ほぼ解消している生したが、こうした問題は、ほぼ解消している。

（被災地への支援）
被害の大きか た地域に生産拠点をも 企業とし 救済 復興 の支援とし■被害の大きかった地域に生産拠点をもつ企業として、救済・復興への支援として

300万円の義援金を岩手県へ寄付。
■遺伝子検査等各種測定システムを開発・製造する企業として、ＰＳＳの装置・技
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I. 会社概要：ＰＳＳとは？

■ 「バイオテクノロジー」と「ものづくり」を融合させ、バイオ分野へ自動化システムを導入
■ 製品の80%以上がOEM製品として海外へ輸出、大手とのOEMビジネスで成功

主要売上構成は装置 プ チ ク消耗品 ペ パ 試薬■ 主要売上構成は装置、プラスチック消耗品、スペアパーツ、試薬
■ 世界特許のMagtrationⓇ技術をコアに、献血検体のNAT検査で実績。新型インフルエ

ンザ、警察の鑑識等に導入された全自動核酸抽出装置（OEM製品）を供給
遺伝子検査のさらなる普及に向け 抽出から解析工程までを自動化した「全自動遺伝■ 遺伝子検査のさらなる普及に向け、抽出から解析工程までを自動化した「全自動遺伝
子解析装置」の実用化に向け開発中

プレシジョン・システム・サイエンス株式会社
Precision System Science Co., Ltd.
住所：千葉県松戸市上本郷88番地
代表者：代表取締役社長 田島 秀二

1992-94年 ダイナボット社（現アボットジャパン）等と提携し
て免疫検査システムを開発

1995年10月 特許技術マグトレーション・テクノロジーを応用
したDNA自動抽出装置製造に成功

設立： 1985年7月17日
資本金： 2,217百万円
売上高： 5,637百万円(2010年6月期）

装 製

1996年8月 OEM契約によるグローバル展開が始まる

2001年2月 ナスダック・ジャパン（現ＪＡＳDAQ市場）上場

2001年7月 ドイツ、アメリカに子会社設立

従業員数： 111人（派遣社員・パート等を含む)
子会社： ドイツ及び米国に海外子会社

ＵＢＲ、PSSキャピタル他
上場市場： JASDAQスタンダード

2006年7月 投資子会社、PSSキャピタル、バイオコンテンツ
ファンドLLP設立

2009年9月 製造委託会社NPS㈱に33.4％出資
2010年10月 JASDAQスタンダード市場に移行
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PSS製品（PSSブランド製品/OEM製品）

ＤＮＡ自動抽出装置

装置・システム

PSSブラント製品

タンパク質自動精製装置、他 ＯＥＭ向け製品

製

免疫診断装置

試薬プラスチック・消耗品 全自動解析装置
（試作完成、装置評価中）
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PSSの技術的強みと実績は？
■ （世界市場で評価）国際特許Magtration®技術をベースにしたＰＳＳの

DNA自動抽出装置は世界のデファクト・スタンダード。その信頼性は、ロッ
シ キ ゲ ベ ク タ 菱化学メデ イ クシュ、キアゲン、ベックマン・コールター、三菱化学メディエンス、ライフテクノ
ロジーズ（インビトロジェン・ＡＢＩ)といったグローバル企業とのOEM契約で
実証されています。

■ （ NAT検査での実績）1999年日赤が世界に先駆けで導入し 年間600万■ （ NAT検査での実績）1999年日赤が世界に先駆けで導入し、年間600万
件にのぼる献血検体のHIV、HCV、HBV同時スクリーニングを行ったNAT
検査での精度と信頼性。（現在、ＰＳＳ製装置の稼働は終了しております）
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ＰＳＳグループの組織・事業展開図
世界のR&D市場、IVD（体外診断）市場（遺伝子検査・たんぱく質検査）

OEMOEMOEM OEM OEM

PSS USA (100%)
米国販売子会社

PSS Europe (100%)
欧州販売子会社

OEMOEM

products

OEM OEM OEM

PSS (Precision System Science Co., Ltd.)

products

ＵＢＲ (100%)
(Universal Bio Research)

開発 特許 知財管理

PSS Capital
(100%)

投資子会社
investment

開発、特許・知財管理
投資子会社

バイオコンテンツファンドLLP (50%) 
投資フ ンド（連結子会社）

investment

開発協力研究機関

投資ファンド（連結子会社）

GeneteinPaGE Science

ＮＰＳ (33.4%)
製造委託会社

持分法適用関連会社製造委託会社

開発協力研究機関

試薬開発製造
（連結子会社）

バイオレメディエーション
（連結子会社）

製造委託会社
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II. （第26期第2四半期）決算概況

(販売低迷）前期（第25期）、新型インフルエンザ向け遺伝子検
査需要が高まり、装置、消耗品の販売が急拡大したことの反動査需要が高まり、装置、消耗品の販売が急拡大した との反動
から、今期売上が大きく減少した。欧州OEM先で、過剰在庫が
発生、調整に時間を要した影響が大きい。

（今後の見通し）今後は、製品ごとに差はあるものの、第2四半
期を底に、販売の回復が見込まれている。

向 欧 向 売が 迷 方（米国向けは好調）欧州向け販売が低迷した一方、米国OEM、
三菱化学メディエンス向け、及び自社販売が拡大。米国向けは
上半期として 過去最高の販売実績上半期として、過去最高の販売実績。

（新事業分野での展開）

①全自動解析装置開発の進捗 ②新規自動化装置開発案件①全自動解析装置開発の進捗、②新規自動化装置開発案件、
③次世代シーケンサー前処理での提携、④インドにおける抽出
試薬製造等試薬製造等
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売上高推移（上期・通期）

5,637
6,000

前年度における出荷急拡大の反動から、欧州ＯＥＭ先を中心に、
販売が大きく落ち込んだ （前年同期比で 43 9％減）

1

売上（百万円）

5,000

販売が大きく落ち込んだ。 （前年同期比で、43.9％減）

通 期

3,215

3,636 3,698

3,397

3,802
4,000 上 期

2,724

2,433 2,506

3,000

1

847 919

1,395

1,643 1,694
1,478

1,875
1,529

1345

1 000

2,000

516

847 919

0

1,000
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売上高・装置出荷数推移（上期・通期）
装 荷数 台

5,637

1 800

2,0006,000

前年度における出荷急拡大の反動から、欧州ＯＥＭ先を中心に、
販売が大きく落ち込んだ （前年同期比で 43 9％減）

1

売上（百万円） 装置出荷数（台）

通 期

1,573 1,600

1,800

5,000
装置販売は、前年同期の733台から485台に33.8％の減少となった。
販売台数では、2009年度上期を上回るが、売れ筋製品の販売単価、
為替水準の悪化等により 売上高では下回っている

2

販売が大きく落ち込んだ。 （前年同期比で、43.9％減）
上 期

3,215

3,636 3,698

3,397

3,802

1 081

1,200

1,400
4,000

為替水準の悪化等により、売上高では下回っている。

上 期

通 期

1 875

2,724

2,433 2,506

733

901

1,081

870

758

937

800

1,0003,000

1

上 期

847 919

1,395

1,643 1,694
1,478

1,875
1,529

1345

382

548

421

333

479 485

654 648

400

600

1 000

2,000

516

847 919

75

202 190

333

231

0

200

0

1,000
2
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売上総利益・販売管理費・営業利益

2 114
41.2 

41 0

42.0

2 200

売上総利益 販売管理費 営業利益 売上総利益率(右）
百万円 %

2,114

39.5 

40.1 40.0

41.02,200

円高等の影響により、売上総利
益率（粗利率）が低下。

1,525

1,267

1,395

37 5 

38.0

39.01,700

773

1,077

697 718

37.5 

36.0

37.0
1,200

543
622 648

429

258

35.5 

35.0

700

151

58

33.0

34.0
200

FY2009上期 FY2010上期 FY2011上期 FY2009通期 FY2010通期 FY2011通期
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取引先別販売状況（上期・通期）

326

6,000

5.8％
新型インフルエンザ需要が一巡したRoche、Qiagen
向け 抽出装置 プラスチック消耗品販売が大幅に

1

1,072
5,000

19.0％

向け、抽出装置、プラスチック消耗品販売が大幅に
減少、前年同期比で、それぞれ70.9％減、50.0％
減となった。

2

1,278

564

379

4,000

10.0％

22.7％

米国ＯＥＭ、三菱化学メディエンスを含む、その他ＯＥ
Ｍ向け販売が、79.3％の急拡大となり、販売先シェ
アでも3割を超えた

2

1,276
289

564

157

3,000

5.8％

10.6％

14.8％

Qiagen
その他ＯＥＭ

自社販売

2

2,960
3,200

633

789

519

183

1 000

2,000

29.0％
12.0％

33 9％

33.6％

Mitsubishi 
+ others 

52.5％

Qiagen

Roche 1

702

1,487

432

1,582
633

394

0

1,000

54.6％

33.9％

25.8％

28.3％

41.6％

37.5％

33.7％
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製品区分別販売状況（上期・通期）

6,000

1

1,598
5,000

新型インフルエンザ需要の一巡した、抽出装置、
販売が大きく減少し、前年同期比44.3％減とな
る9億７千万円に

28

551

976

4,000

プラスチック消耗品販売は、前年同期比56.2％
減となる3億1千万円に

2

102

523
709

2 000

3,000

プラスチック消耗品

2

1 755
2,184

3,458
3,200

4

11

38

284

248

202

457

310

1,000

2,000

1

メンテ・スペア
パーツ・試薬

1,117

1,755

978

0

FY24上期 FY25上期 FY26上期 FY24通期 FY25通期 FY26通期

ＤＮＡ抽出装置等

特注機
1
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399
5,000

PSS 主要3社実績 売上高＆営業利益

3,111

4,399

3,000

4,000
PSSJ(単体)

欧州ＯＥＭ向け抽出装置、プラスチック消耗品販売が大きく
落ち込んだ影響で、 PSSJ、 PSSEの売上高が大幅に減少、

1 2

単位：百万円

1,584

2,179

1,274

6031,000

2,000

,

1

PSSJは営業赤字に、PSSEの営業黒字も縮小した。

方 ライフテクノロジ ズ社 ベ クマン ルタ 社 ナノ

3

205
399

-108
301

603

-1 000

0

1,000

FY24上期 FY25上期 FY26上期 FY24通期 FY25通期 FY26通期

一方、ライフテクノロジーズ社、ベックマンコールター社、ナノ
ストリング社など米国ＯＥＭ向け出荷の好調なPSS USAは
業績を拡大、上期では初の営業黒字を計上した。

-1,000

595

500

600

700

4,308

4,000

5,000

PSSE
PSS USA

単位：百万円 単位：百万円

224 223

406
353

300

400

500

2,310

2,921

2,000

3,000

PSSE

2

3

-23 -11
18

-54
30

0

100

2001,346

855

71 129 12 170 292

0

1,000

-100
FY24上期 FY25上期 FY26上期 FY24通期 FY25通期 FY26通期
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ユーロ/円、ドル/円推移

110 

115 

160 

170 
円

・円は25期上期に比べても、一段の高水準で推移している。
（下期の想定為替レートは1ユーロ＝110円、1ドル＝80円）

1
円

105 
150 

160 （下期の想定為替レ トは 0円、 ドル 80円）
・主要ＯＥＭ先との間で、為替リスクの分散契約を結んでいるが、円高がマイナス要因
であることは変わらず、差別化製品の導入、一層のコスト削減が求められる。
・このため、日本に軸足を置いた製造に変わりはないものの、製品特性を考慮しつつ、
最適な生産体制を構築するため、海外での生産も検討。

100 

140 
ドル（右目盛り）

90 

95 

130 
1

85 
120 

ユーロ（左目盛り）

80 
110 

25期 26期24期
75 100 
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第2四半期業績と通期業績見通し

第２四半期業績 （2010年7月1日～2010年12月31日）

単位：100万円 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株あたり純利益

2011年6月期第2四半期（A） 1,529 -153 -162 -158 -1,731.32円

2010年6月期第2四半期(B) 2,724 429 409 363 8,495.09円

増減率(B)/(A) -43.9% ---- ---- ---- ----

期初業績予想（8月13日） 2,200 90 80 50 547.89円

通期業績 （2010年7月1日～2011年6月30日）予想

単位 100万円 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株あたり純利益単位：100万円 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株あたり純利益

2011年2月4日予想修正（A） 3,200 -260 -280 -260 -2,849.00円

前期(2010年6月期）(B) 5,637 718 653 549 12,647.69円

増減率(B)/(A) -43 2% ---- ---- ---- ----

■下期の為替レ トは 1ユ ロ 110円 1ドル 80円で算定

増減率(B)/(A) -43.2% ---- ---- ---- ----

期初業績予想（8月13日） 4,400 180 160 100 1,095.77円

■下期の為替レートは、1ユーロ＝110円、1ドル＝80円で算定
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III. バイオ市場の進展とPSS事業施策

■（成長市場）ＰＳＳのタ ゲット市場である体外診断市場は 今後

現状認識
■（成長市場）ＰＳＳのターゲット市場である体外診断市場は、今後
10年間で2倍以上の成長が見込まれている。中でも、分子診断市
場は、10年で4倍以上の急成長が期待されている。場は、 0年で 倍以 の急成長が期待されて る。

■（全自動化の潮流）ＰＳＳは、一貫して自動化を追求してきたが、
最近、欧米先進市場で、全自動解析装置の出展が相次ぐなど、
「自動化」が、明らかな潮流、現実であることを確認。

■（PSSの優位性）他社の自動化装置には、それぞれ弱点もある。
ⓇPSSの全自動解析装置は、信頼性の高いMagtrationⓇ技術によ

る自動化思想をベースにしており、取引先からの評価、期待も高く
十分な勝算がある十分な勝算がある。

■（前処理の再認識）次世代シーケンサーなど解析技術の高度化
で 精度を含め前処理工程の重要性が再認識されている

20

で、精度を含め前処理工程の重要性が再認識されている。



診断市場成長予測 （2009年―2019年）

370
400

All diagnosticsBillion
US dollar

約31兆円
（1ドル83円換算）

現在、20兆円規模と見られる診断市場で、体外診
断(IVD)は5兆円程度、うち分子診断市場は7500
億円にすぎないが 今後10年で4 7倍の3 5兆円

306
300

350 in vitro

MDX
1.5倍

億円にすぎないが、今後10年で4.7倍の3.5兆円
に急拡大すると見られている

240

200

250
約20兆円
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以下同じ）
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200

全
診
断
市
場

約11兆円

2.1倍

60.5

88.5

42 550

100
約5兆円

場

体

分子診断市場

約3 5兆円

4.7倍

9 15.5

42.5

0

50

2009 2014 2019

体
外
診
断

約7500億円
約3.5兆円
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診断市場成長予測：分子診断市場
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マーケットとPSS事業展開

Sample Preparation 検出・解析

Real-time PCR

増 幅

小型・高
パフォ

高性能
（高速・多
検体処理） Sequencer

電気泳動
PCR
TMA

Real-time PCR
geneLEAD Ⓡ

パフォー
マンス

電気泳動

BIST Ⓡ(PSS)

TMA
LAMP

geneTYPIST

試薬

BiST Ⓡ

Magtration Ⓡ

新分野（ex.

BiST Ⓡ

(抗原抗体反応/
化学発光）

LuBEA Ⓡ

低価格・
エント
リー機

新分野（ex.
次世代シー
ケンサー用） SpeLIA 生化学検査
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POCT対応のＰＳＳ開発機器

１．geneLEAD® ３．SpeLIA２．LuBEA®

全自動遺伝子解析装置 小型生化学分析装置全自動免疫測定装置

・感染症ウイルス ・甲状腺関連ホルモン 動物検査用向け
染

（HIV,HBV,HCV, HPV等

・遺伝子変異（薬剤投与前検査）
（K-ras, EGFR, BCL-ABL, 
IL28B, CYP等）

甲状腺関連ホルモン
（ＴＳＨ，Ｔ３，ＦＴ４等）
・がんマーカー
・特異アレルギー
・サイントカイン

・動物検査用向け
（イヌＣＲＰ，総胆汁、NH3等）
・生化学検査
（γ-GTP, GOT, HDL,, LDL,等）

IL28B, CYP等）

医療現場での遺伝子検査
に対応できる小型全自動
解析装

サイントカイン

診療前検査に対応でき
る小型全自動免疫装置

ラテックス凝集から生化学
検査まで対応できる小型生
化学自動装置

解析装置
化学自動装置
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１. geneLEAD ® ：全自動遺伝子解析システム

全行程を自動化した遺伝子検査により

（核酸抽出 ⇒ 増幅 ⇒ 検出工程の自動化）
全行程を自動化した遺伝子検査により
⇒ 特別なスキルを必要とせず遺伝子検査が可能
⇒ 迅速に確定結果が得られ、適切な治療を速やかに実行できるため、感
染拡大防止に貢献可能染拡大防止に貢献可能
⇒ ファーマコゲノミクスに基づき、薬効や副作用の薬剤投与前検査が可能
⇒個別化医療に寄与し、医療費削減に貢献
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geneLEAD ® XII

12連ノズルで処理能力アップに対応12連ノズルで処理能力アップに対応

geneLEAD geneLEAD 12

１本ノズルの１検体対応
緊急検査タイプ

１２連ノズルで１～１２検体対応
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遺伝子検査の規模・ニーズに応じた拡張性
ベッドサイド～中央検査室～検査センター

Network systemy

時
間

(h
r)

処
理

j時

1.5

1 1 12x
処理数（検体）

1 1
2

12x
n
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多項目同時測定を実現できるＢＩＳＴⓇ技術を
採用した全自動免疫測定システムLuBEAⓇ
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応用例 ： 特定食物アレルゲン検出への応用

表示義務
7項目検出用BIST

えび・かに
検出用BIST

コントロールビーズ

ポジティブコントロール
コントロールビーズ

卵

乳

濃度 10 ppm ポジティブ
コントロール

濃度 10 ppm
乳

小麦

そば

えび

かにそば

落花生

えび

かに

甲殻類

かに

濃度 1 ppm

濃度 1 ppm

ネガティブ
コントロール

LuBEAⓇ Ⅳ
ネガティブコントロール

LuBEAⓇ Ⅳ
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SpeLIA 小型生化学分析装置 全自動 多項目

■開発予定検査項目
イヌＣＲＰ ネコＳＡＡ

■多項目/多検体同時処理
4検体 1項目 4項目 1検体イヌＣＲＰ、 ネコＳＡＡ

Α1-ＡＧ、 ＦＤＰ
ＡＴＩＩＩ、 尿中μＡｌｂ
ＴＢＡ ＮＨ３

4検体・1項目～4項目・1検体

ＴＢＡ、 ＮＨ３

■全自動

■省スペース

■2011年から市場投入
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全自動解析装置の市場展開工程

2010 2011 2012 2013 20142010 2011 2012 2013 2014

geneLEADⓇ

single

multi

データ確立

コンセプト機 Ｒ＆Ｄ市場
に投入

臨床市場投入g multi

single
データ確立

機

データ取り

に投入

臨床承認申請

LuBEAⓇ multi

デ タ確立

東南アジア市場
も視野に

コンセプト機

データ取り

geneTYPIST データ確立

動物市場投入

SpeLIA データ確立 動物診断
市場投入

動物市場投入
(リーサーチ限定）

診断承認申請
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多様化する市場ニーズへの対応

（１） SX-8G Compact

次世代シーケンサー（高速、安価な塩基配列解析機）
向け 前処理自動化装置としてSX-8G Compactを投入向け、前処理自動化装置としてSX 8G Compactを投入

SX-8G Compactの販売に関し、IntegenX社と提携

フトウ アの共同開発ソフトウェアの共同開発

共同ブランド展開
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（２）次世代シーケンサー前処理試薬開発で合意

NorDiag社(ノルウェー）と次世代シーケンサーによる
塩基配列解析向けサンプル調製試薬およびSX 8G 塩基配列解析向けサンプル調製試薬およびSX-8G 
Compact向けプロトコールの開発、試薬販売で合意。

NorDiag社が試薬及びプロトコール開発を行い、第三
者機関により性能評価を行った後、SX-8G Compact
に搭載。

PSSは次世代型シーケンサー市場に対し、代 市場 、

①前処理自動化装置とともに、

②その試薬でも参入②その試薬でも参入
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（３）インドで抽出試薬製造を開始

抽出試薬の価格競争力強化のため、インド（ムンバイ
近郊）で 販売契約先（Bi t 社）を通じて試薬製造を近郊）で、販売契約先（Biotron社）を通じて試薬製造を
開始し、インド市場への本格参入
今回製造を開始するのは今回製造を開始するのは、

① PSS製DNA/RNA自動抽出装置用のプレパック抽出試薬

② ントリ 市場向け アル抽出用試薬②エントリー市場向け、マニュアル抽出用試薬

PSSが原料を供給し、インドで、
ド 向 終インド国内市場向けに最終製品化。

PSSが、試薬製造、品質管理で
技術支援 管 を経技術支援。品質管理評価を経て
製造開始予定。
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(4)DiaSorin社とLAMP法による診断装置開発

イタリアのDiaSorin社との間で、同社の子会社
Biotrin（アイルランド）とNAT検査用診断装置の開Biotrin（アイルランド）とNAT検査用診断装置の開
発で合意。

栄 学㈱が た 法を搭載 感染症栄研化学㈱が開発したLAMP法を搭載し、感染症
などの臨床診断向けに開発、2012年後半での市
場投入を予定している。

今回の契約は、PSSのシステム技術水準の高さの今回の契約は、PSSのシステム技術水準の高さの
証明となるもの。

遺伝子診断の選択肢拡大への貢献とともに PSS遺伝子診断の選択肢拡大への貢献とともに、PSS
にとっても、新たな市場への進出機会となる。
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本日は、お忙しいところ、PSS会社説明会にご参加頂きまして、誠にありがとうご
ざいます。また、日頃よりのPSSに対するご支援に対し、心より感謝申し上げます。

皆様のお陰をもちまして、 PSSは、本年2月28日、上場10周年を迎えることがで
きました。これまでのご厚情に対し、深く御礼申し上げますとともに、引き続きの、
ご支援をたまわりますよう 何卒よろしく お願い申し上げますご支援をたまわりますよう、何卒よろしく、お願い申し上げます。

なお、本資料には、当社の計画と見通しを反映した将来予測に関する記述を含
んでおります これらは 本資料作成時において 入手可能な情報に基づいた予んでおります。これらは、本資料作成時において、入手可能な情報に基づいた予
想値であり、潜在的なリスクや不確実性が存在しています。そのため、本資料に
記載されている将来見通しが、実際の業績と大きく異なる場合があることを、ご承
知おきいただきますよう お願い申し上げます知おきいただきますよう、お願い申し上げます。

2011年4月23日
プレシジョン・システム・サイエンス株式会社プレシジョン システム サイエンス株式会社

URL：www.pss.co.jp

（お問い合わせは、IR・社長室まで）

電話： 047 303 4800
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